
アジア欧州会合第１２回外相会合（ＡＳＥＭ ＦＭＭ１２）議長声明（仮訳） 

（２０１５年１１月５日～６日 於：ルクセンブルク） 

「持続可能で安全な未来のための協働」 

 

１ ＡＳＥＭ第１２回外相会合（ＡＳＥＭ ＦＭＭ１２）は，２０１５年１１月

５日～６日にルクセンブルクで開催された。同会合には，アジア及び欧州の５

１か国の外相又はハイレベルの代表，ＥＵ外務・安全保障政策上級代表及びＡ

ＳＥＡＮ事務局長が参加した。今次外相会合は，ルクセンブルクのジャン・ア

セルボーン外務兼欧州関係担当大臣が主催し，フェデリカ・モゲリーニＥＵ外

務・安全保障政策上級代表が議長を務めた。本会合は，２０１３年１１月にニ

ューデリーで開催されたＡＳＥＭ第１１回外相会合（ＡＳＥＭ ＦＭＭ１１）

で達成された進展に基づくものであった。 

 

２ 「持続可能で安全な未来のための協働」のテーマの下，外相は，多くの地

域的及び国際的な問題，気候変動，持続可能な開発及び防災/災害リスク管理等

のグローバルな課題並びに連結性について意見交換を行った。ＡＳＥＭが２０

１６年に２０周年を迎えることを念頭に，外相は，１９９６年にバンコクで発

足して以来のＡＳＥＭの功績を評価するとともに，次の１０年に向けての将来

の方向性について議論した。 

 

３ 外相は，ＡＳＥＭがアジアと欧州の間の政治的対話及び経済協力並びに文

化的及び社会的交流のための重要な場であることを再確認した。ハイレベルの

会合並びに共通のプロジェクト，行事及び交流に関する拡大中のネットワーク

を通じて，ＡＳＥＭは，より理解を深め，グローバル及び地域的な課題に対応

し，平和，安定，安全，繁栄，人権及び万人にとっての持続可能な発展を促進

するために活動を行う。外相は，平等なパートナーシップ，相互尊重及び相互

利益に基づき，対話の非公式な性格及びＡＳＥＭの枠組みの下での協力を維持

しつつ，引き続き，調整を強化するとともに，ＡＳＥＭがアジアと欧州の人々

に付加価値をもたらし，ＡＳＥＭの意義とヴィジビリティを強化するような具

体的で実質的な協力のための活動に引き続き従事していくべきであることを強

調した。 

 

気候変動，持続可能な開発のための２０３０アジェンダ，防災／災害リスク管

理 

４ 外相は，２０１５年が人間，地球，繁栄，平和及び連帯にとって鍵となる

年であることを強調した。９月の国連サミットは，持続可能な開発及び貧困撲

滅に関する大胆な新しいヴィジョンについてのグローバルなコンセンサスに達

した。また，外相は，この観点から，１２月にパリで開催される２０１５年国
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連気候変動枠組条約締約国会議において，国連気候変動枠組条約（ＵＮＦＣＣ

Ｃ）の下の野心的かつグローバルな気候に関する合意を採択することを期待す

る。 

 

５ 外相は，持続可能な開発の３つの側面，すなわち経済的，社会的及び環境

的な側面の均衡のとれた形での統合とあらゆる形の貧困の撲滅と持続性の追求

との間の固有の結びつきを含むそれらの相互連関に対する国際コミュニティの

コミットメントを強化するアディスアベバ・アクション・アジェンダ及び持続

可能な開発のための２０３０アジェンダの採択を歓迎した。外相は，２０３０

アジェンダが過去に例のない範囲と重要性を有することを認識した。２０３０

アジェンダは，国毎に異なる現実，能力及び開発レベルを考慮に入れ，また,

国の政策及び優先事項を尊重しつつ, 全ての国により受け入れられ，適用され

る。この目標は，人類と地球にとり極めて重要な次の１５年間の行動を活気付

けるものとなろう。外相は，このアジェンダの実施に関する計画的及び多層的

なフォローアップ並びにレビューの重要性を強調した。ＡＳＥＭは,そのフォロ

ーアップ及びレビュープロセスに貢献できるであろう。外相は，ベストプラク

ティスの共有を促進し，円滑化するために，ＡＳＥＭの枠組みにおいて，２０

３０アジェンダの実施に関し更に取り組むことに合意した。 

 

６ 外相は，持続可能な開発に関するＡＳＥＭ対話の枠組みにおけるＡＳＥＭ

パートナー間の更なる協力を支持した。同枠組みは，ベストプラクティスを共

有し，特に水，食料及びエネルギー安全保障に関するグローバルな課題を包摂

的な成長と持続可能な開発のための機会に変える提案をとりまとめる重要な場

である。外相は,「未来のエネルギー」に焦点を当てたカザフスタンで開催され

る２０１７万博，及び「地球に食料を，生命にエネルギーを」をテーマにした

２０１５ミラノ万博の成功を歓迎した。外相は，統合的な河川流域の管理や洪

水リスク管理を含む持続可能な水管理を推進し，また安全な飲料水及び衛生へ

のアクセスを確保するために新たな課題に取り組むことを再確認した。外相は，

メコンとドナウ流域間を含む国境を越える協力，サブリージョナルの協力，地

域間の協力を通じた具体的な水関連問題に関するアジア・欧州間の具体的協力

に向けた更なる協調的行動を奨励した。 

 

７ 外相は，世界的な気温上昇，より深刻な洪水と干ばつ，海水面上昇等気候

変動により引き起こされる深刻かつ喫緊の課題，及び気候変動に対処する中で

アジアと欧州が果たす重要な役割を認識した。外相は，世界の温室効果ガス排

出量を削減し，強靱性と適応能力を高めるために，すべての締約国による更な

る野心的行動が必要とされることに合意した。この文脈で，外相は，パリにお

ける２０１５年国連気候変動枠組条約締約国会議の成功に向けて取り組む決意
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を表明した。外相は，今年１２月にパリで，各国の異なる状況に照らした共通

に有しているが差異のある責任及び各国の能力の原則を反映し，２０２０年か

ら発効し実施される国連気候変動枠組条約の下で全ての締約国に適用される議

定書，その他の法的文書又は法的効力を有する合意成果が採択されるよう，そ

れぞれの責任を果たすことにコミットした。その合意は，地表面の平均気温の

上昇を摂氏２度以下に抑えるよう世界を軌道に乗せ，世界的な低炭素で気候に

対して強靱な社会への移行を可能とするものとなる。 

 

８ 外相は，約束草案を提出したＡＳＥＭパートナーを含む全ての国を称賛し

た。１５０を超える国及び温室効果ガス排出量の約９０％をカバーする１２０

を超える約束草案が提出されたことは，大変前向きなシグナルである。主要排

出国のみではなく，最も脆弱な国々による約束草案の提出は，少数国による行

動から全ての国による行動への移行が現実となったことを示す。産業活動，輸

送及び様々な原因による森林火災を含む，あらゆる源からの温室効果ガスの排

出量を減らすためには，国際協力が必要である。外相は，パリにおいて，緩和，

適応，資金，技術の開発及び移転，能力構築及び行動の透明性について，バラ

ンスがとれた方法で対応する野心的な各国のコミットメント及び／若しくは貢

献に支えられた合意に達することを期待する。その合意は，相互の信頼と信用

を築き，行動及び支援の報告と定期的なレビューを通じたものを含めた効果的

な実施を促進するための強化された透明性と説明責任に係る制度を含むべきで

ある。 

９ 外相は，仙台防災枠組２０１５－２０３０及び持続可能な開発のための２

０３０アジェンダを推進しつつ，ＡＳＥＭパートナー間の防災及び災害リスク

管理に関する協力を更に発展させることを奨励した。外相は，啓発プログラム，

早期警報システム，捜索，救出及び救援オペレーション，能力構築並びにイノ

ベーション及び技術の推進等を通じて，防災，緩和，災害への準備及び対応，

復旧及び復興への幅広く人間中心のアプローチに関する知識を共有し，協力を

推進することにより，強靱性を強化することの重要性を強調した。 

 

連結性 

１０ ＡＳＥＭ第１０回首脳会合（２０１４年１０月１６日～１７日，於：イ

タリア・ミラノ）の議長声明に基づき，また，連結性の概念の建設的及び戦略

的重要性を踏まえ，外相は，全てのＡＳＥＭ関連の協力枠組みにおいて連結性

を主流化し，連結性に関する作業部会のあり得べき立上げをさらに探求するこ

とに合意した。外相は，アジア欧州財団（ＡＳＥＦ）とともに全ＡＳＥＭパー

トナーに，ＡＳＥＭの各閣僚会合やワークショップにおいてのみならず，全て

のＡＳＥＭ高級実務者会合において，連結性の分野での結果や活動について定

期的に最新の状況を説明することを求めた。外相は，ＡＳＥＭがアジアと欧州
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をより近くに連結するための理想的な場であることを強調しつつ，ＡＳＥＭの

枠組みにおける連結性に関する増加中の活動を賞賛した。これを背景に，外相

は，アジア・欧州間の連結性の強化は，強力で持続可能かつ包摂的な経済成長

を支え，貿易，投資，人の移動，エネルギー，情報，知識及びアイデアを増強

し，また，両地域間の制度的な結びつきを深める上での鍵となることを強調し

た。外相は，連結性が他国並びに国際場裡及び国際機関の関心事項でもあるこ

とに留意し，ＡＳＥＭのアウトリーチを促した。 

 

１１ 外相は，ＡＳＥＭ第１０回首脳会合以降，ＡＳＥＭ教育大臣会合（２０

１５年４月２７日～２８日，於：ラトビア・リガ）及びＡＳＥＭ交通大臣会合

（２０１５年４月２９日～３０日，於：ラトビア・リガ）等の多くのハイレベ

ルのＡＳＥＭ会合が両地域間の様々な分野における結びつきの増強に焦点を当

てたことに満足をもって留意した。ビジネスの代表者，学者，シンクタンク及

びメディア等の様々なステークホルダーのこれらの行事への強力な関与が高く

賞賛された。ＡＳＥＭ交通大臣会合において，ＡＳＥＭパートナーは，アジア・

欧州間の連結性に横たわる原動力に対する理解を大幅に強化し，また，アジア

と欧州とを結びつける真に統合されたマルチモーダル・ロジスティックス・ネ

ットワークに向けた優先事項と必要な行動に合意した。     

 

１２ また，外相は，両地域を連結するための現在進行中の地域的な及びサブ

リージョナルな協力並びにＡＳＥＭパートナーによる各国のイニシアティブに

留意した。外相は，これらの協力プロジェクトから得られるベストプラクティ

スや経験の全ＡＳＥＭレベルでの交換は，ＡＳＥＭパートナーの間の開発格差

を縮小し，国境を越えた協力と連結性を更に深化させる上で特に有用であるこ

とを強調した。外相は，能力構築の活動に係る知識や情報を交換すること等を

通じて，高い輸送費用の問題に対処し，また革新的な解決策を探すためのより

強力な協力を開始することの緊急の必要性を確認した。民間セクターの関与は，

遠隔地域に利益をもたらし，全体として二地域間の貿易を拡大させる交通イン

フラの改善に更に貢献するであろう。この文脈で，外相は，アジア開発銀行，

欧州投資銀行及びその他の多国間開発銀行とともに，アジアインフラ投資銀行

の設立が，増強された連結性という観点から，ＡＳＥＭの目的を促進する潜在

性を持つことに留意した。 

 

１３ 外相は，アジアと欧州のより深い経済的統合と連結性のための手段とし

て，両地域間の開かれた世界経済とより強靱な貿易・投資関係に向けたコミッ

トメントを再確認した。外相は，「ＡＳＥＭ経済関係大臣会合の活性化を慫慂

した」とのミラノでの首脳会合の議長声明に従い，２０１６年にアジアにおい

て貿易と投資に関する高級実務者会合（ＳＯＭＴＩ）が開催されようとしてい
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ることを前向きに留意した。外相は，地域間貿易及び投資フローを強化し，貿

易歪曲的な又は保護主義的な措置に積極的に抵抗し，貿易の増加と投資を阻む

非関税障壁を含む規制に対処するとのコミットメントを強調した。透明性と汚

職対策への取組を継続することは肝要。外相は，持続可能な経済成長と雇用創

出のためには，経済の改革と統合を促進し，貿易と外国投資の潜在力を引き出

すことが重要であり，そのためには開かれ，安定し，包摂的かつ予測可能なル

ールに基づく多角的貿易体制が必要であることを認識した。この文脈において，

外相は，第１０回ＷＴＯ閣僚会議の成功を実現するとのコミットメントを改め

て表明した。外相は，ドーハラウンド（ＤＤＡ）交渉の妥結及び貿易円滑化協

定の早期発効に向けた進展を含め，バリパッケージの全ての要素を実施するた

めの努力を増大させることの重要性を再確認した。また，外相は，他の現在進

行中の複数国間のイニシアティブの交渉において進展が見られることにも留意

した。更に，外相は，アジアと欧州を繋ぐ上での関税協力の果たす役割を認識

し，ＡＳＥＭの枠組みにおける社会と環境の保護を確保しつつ合法的な貿易の

流れを促進するためのＡＳＥＭの枠組みにおける税関当局の取組を歓迎した。 

 

１４ 外相は，２０１８年までにＧ２０全体のＧＤＰを少なくとも追加的に

２％引き上げるための成長戦略の実施等を通じた，強力で，持続可能かつ均衡

のとれた成長を促進する上でのＧ２０の貢献を歓迎した。外相は，２０１６年

のＧ２０首脳会合の議長国である中国への支持を表明した。 

 

１５ 外相は，包摂的で持続可能な経済成長，働きがいのある仕事の創出並び

に両地域内及び両地域間の貿易・投資・観光促進において，民間セクター，特

に中小企業が果たす重要な役割を再確認した。この観点から，外相は，女性や

少女並びに中小企業を取り巻く枠組み及び雇用条件に関連したことを含む共通

の社会的・経済的課題に取り組むための対話と協力を促進することの重要性を

強調した。外相は，ＡＳＥＭの中小企業のためのさらなる資金調達を促す必要

性を強調し，この目標に向けた協調的な努力を歓迎した。また，外相は，ＡＳ

ＥＭの枠組みにおける雇用と社会政策に関する有意義かつ集中的な対話を想起

し，これに関連して２０１５年１２月３日及び４日にブルガリアのソフィアで

開催される第５回ＡＳＥＭ労働雇用大臣会合を歓迎した。外相は，エコ革新を

広め，中小企業間の技術協力を促すことを通してアジア及び欧州の持続可能な

開発を支えるＡＳＥＭ中小企業エコ革新センター（ＡＳＥＩＣ）の役割を認識

した。 

 

１６ 外相は，包摂的な社会・経済成長と雇用創出を促進し，環境・エネルギ

ー，食料水，土壌，農業，森林及び生物工学等のグローバルな課題に対応する

に当たり，協力メカニズムの実施や創造的解決策の共同開発・展開を通じた，
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科学技術・イノベーションに関する協力の持つ重要性を再確認した。外相は，

研究・イノベーション連携のための枠組みの条件，特に，イノベーション，成

長及び雇用を向上させるための知的財産とその保護を整備することの重要性，

並びに全ての関連分野における知的財産権に関して継続中の協力を強化する必

要性を強調した。この関連で，外相は，相互に有益な技術移転に係る国際協力

の重要性を認識した。 

 

１７ また，外相は，デジタル面での連結性が二つの地域を繋ぐ上で重要な要

素であることを強調した。外相は，情報通信技術の安全性と平和的な発展を確

保するに際し能力構築と知見の共有の分野におけるＡＳＥＭパートナー間での

更なる連携の重要性を強調した。 

 

１８ 外相は，文化，教育，学術及び青年交流に加えて観光を通じた人的交流

の増進が，二つの地域の間の更なる連結性の必要条件であることを強調した。

この点について，外相は，第５回ＡＳＥＭ教育大臣会合でも取り上げられたＡ

ＳＥＭの教育プロセスの成果，及び組織としてアジアと欧州の市民社会を結ぶ

上で非常に重要なＡＳＥＦの役割を特に歓迎した。また，外相は，第７回ＡＳ

ＥＭ文化大臣会合が２０１６年に韓国で開催されることを歓迎した。欧州・ア

ジア間の学術協力，大学の能力構築並びに学生，学者及び研究者の動員におけ

るＥＵのエラスムス＋プログラム及びマリー・スクロドヴスカ・キュリー・プ

ログラムの貢献，さらに，持続可能な若年層の雇用創出に貢献するのに不可欠

なツールとしての職業教育や実地訓練の強化の重要性も強調された。 

 

国際及び地域問題 

１９ 外相は，平和，安全保障，人権及び開発の分野におけるより深化したア

ジア・欧州間のより深い協力を推進するための方法，そして特に共通の関心と

懸念を有する地域問題に関して意見交換を行った。これらには，イランの核計

画の専ら平和的な性格を確立することを目的として本年７月にＥＵ３＋３とイ

ランとの間で妥結された包括的共同作業計画の完全な履行の重要性，特にウィ

ーンにおけるシリアに関する最近の議論の後に発出された共同コミュニケの歓

迎を含めた中東及び北アフリカ情勢，アジアにおける地域的な安全保障環境，

北朝鮮による核・ミサイル計画及び拉致問題を始めとする人権状況を含む朝鮮

半島情勢，並びにウクライナを含む欧州の安全保障情勢が含まれる。 

 

２０ 国連７０周年の文脈で，外相は，国際法，特に国連憲章の原則に従って

より強力でより効果的な多国間システムを構築することの重要性を再確認した。

外相は，国連憲章の目的及び原則並びにその普遍性を引き続き支持すること，

また，相互に関連し互いに強化する関係にある平和，安定，安全，開発，繁栄
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及び人権，国際関係における法の支配，核兵器並びに他の大量破壊兵器及びそ

の運搬システムの軍縮・不拡散，通常兵器の不安定化をもたらす流出の終焉，

ジェンダーの平等，並びにより公平な国際的秩序のために引き続き積極的に努

力することを誓った。平和及び安全への女性の参画の拡大は，持続可能な平和

及び持続可能な開発に必要である。外相は，国連が現代の地球規模の課題に対

応するためには，国連が支持され，その能力を付与されなければならないこと

に合意し，主要な機構を含む国連を改革するための努力を継続することを求め

た。国連は，紛争の予防及び調停並びに紛争に関連した性的暴力の予防におけ

るその重要な役割をより効果的に果たさなければならない。外相は，人権を促

進し保護する上での各国の人権機関及びその地域的ネットワーク並びに関連の

国際的な人権フォーラムの重要な役割，またこの分野でアジア・欧州間の経験

の交換と協力を強化することの重要な役割を強調した。 

 

２１ 外相は，ＡＳＥＡＮの地域統合に向けた努力を歓迎し，２０１５年にＡ

ＳＥＡＮ共同体が発足することを期待した。外相は，ＡＳＥＡＮ共同体ポスト

２０１５アジェンダ及びアジアで進展中の地域的組織におけるＡＳＥＡＮの中

心的役割への支持を再確認し，また，アジア太平洋地域とそれを超える地域に

おいて，対話を促進し，平和，安全，安定及び繁栄のための信頼と協力を構築

しているＡＳＥＡＮの役割を評価した。外相は，２０１５年４月の第２６回Ａ

ＳＥＡＮ首脳会合及び２０１５年８月にマレーシアで開催された第４８回ＡＳ

ＥＡＮ外相会合及び関連会合の成功を賞賛した。外相は，パートナーとの関係

を拡大するためのＡＳＥＡＮの努力を高く評価し，すべての関連のＡＳＥＡＮ

主導のプロセスを通じて，ＡＳＥＡＮ地域への関与をさらに深めることへのＥ

Ｕ及び非ＥＵ欧州ＡＳＥＭパートナー国の関心を歓迎した。 

 

２２ 外相は，平和を維持し，海洋の安全保障及び安定並びに安全及び協力，

航行及び上空飛行の自由，また妨げのない交易を促進すること，また，国際法

を完全に遵守しつつ海賊と戦うことにコミットすることを再確認した。外相は，

力の行使と力による威嚇を抑制すること，一方的行動を自制すること，国連海

洋法条約（ＵＮＣＬＯＳ）を含む国際的に認識された国際法の原則に従い，平

和的な手段で海洋紛争を解決することが極めて重要であることに合意した。ま

た，この地域における信頼及び安全保障を強化するための信頼醸成措置の意義

が強調された。 

 

２３ 外相は，移民が出身国及び目的国の双方にもたらす肯定的貢献を認識す

る一方で，アジア及び欧州で発生している不正規移住，移民の密入国及び人身

取引に関する過去に例のない課題に特に注意を払った。外相は，不正規移民及

び強制移動の根本原因への対応，及び国際基準に従い危険な状態にあるコミュ



8 

 

ニティでの生活水準を上げ，啓蒙することを含め，それらを必要とする者への

保護及び支援の提供に関する対応等，包括的な地域的・国際的対応の必要性を

協議した。外相は，出身地，経由地及び目的地の国々が，人々の安全かつ秩序

ある移動を推進し，国際法に従って移民の法的権利を保護し，不正規移住，人

身取引，違法な勧誘及び強制労働を防止及び対処し，他国に不正規滞在した自

国民を二国間及び国際的な合意に基づき再度受け入れ，関連犯罪グループを分

断し，またそれら組織の資金調達機会を根絶するべく協力する責任を強調した。

外相は，全ての国に対し，この目的のために，国際的な責任分担及び共同責任

の精神に基づき，地域的及び国際的な努力及び協力を強化するよう求めた。全

ての国，国際機関及び関連するステークホルダーは，移民問題に関する政策及

びイニシアティブにおいて移民現象の地球規模の性質を考慮するべきである。 

 

２４ 外相は，あらゆる形態のテロ及び暴力的過激主義への強い非難を改めて

表明し，国連憲章，国連グローバル対テロ戦略，及び国際的な人権，難民及び

人道に関する法を含む国際法に従って効果的にテロと戦う決意を表明した。外

相は，ＩＳＩＬ（いわゆる「イスラム国」）と自称するテロリストグループを含

むテロリストグループとその関連グループによりもたらされる国際的な平和と

安全保障への脅威に対し，懸念をもって留意した。外相は，平和的共存，多元

主義，多様性及び調和の価値を普及することにより，過激化及び暴力的過激主

義と闘う決意を表明した。外相は，予防努力の重要性と総合的なアプローチの

必要性を強調した。外相は，特にグローバル穏健主義運動（ＧＭＭ）により取

り入れられているように，あらゆる形態の過激化と過激主義に対抗するための

中庸を推進するイニシアティブの重要性を認めた。外相は，テロ及び暴力的過

激主義との戦い，及び様々な関連フォーラムを通じて脱過激化するための国際

的な協力を支持し，国連安保理の関連決議と国際法の規範を完全に履行する意

思を表明した。外相は，テロと暴力的過激主義はいかなる宗教，国籍，文明乃

至民族グループに関連づけられるものではないことを強調した。また，外相は，

テロ資金調達の防止，探知及び訴追，外国人テロ戦闘員の事象の阻止，及び暴

力的過激主義とテロリストによるインターネットの悪用防止の重要性を強調し

た。同様に，外相は，国際法の下での義務に従いつつ，テロ対策のための法的

手段を整備すべく，新たな考えを提案し，新たなアプローチを支援する必要性

を強調した。 

 

２５ 外相は，原子力安全の重要性，並びにこの分野における，とりわけ世界

中の原子力施設の安全な稼働を確保するための国際的な安全要請や基準への強

いコミットを通じたグローバルな協力を強化することの重要性を強調した。外

相は，原子力安全に関しＡＳＥＭ内で継続的な協力が行われ，また，関連の政

策立案者と専門家との間で経験とベスト・プラクティスが共有されていること



9 

 

を認識した。外相は，国際原子力機関（ＩＡＥＡ）の援助の下での国際低濃縮

ウラン銀行の設立に留意した。 

 

２６ 外相は，２０１４年７月１７日に発生したマレーシア航空ＭＨ１７便の

撃墜の悲劇を想起し，愛する人々を失った全ての遺族に対して改めて哀悼の意

を表した。そのような暴力的行為は，民間航空機の安全を脅かすものである。

マレーシア航空ＭＨ１７便の撃墜に責任を有する者は，国連安保理決議第２１

６６号（２０１４年）に従い，責任を負い，裁きを受けねばならない。 

 

ＡＳＥＭの将来 

２７ アジア・欧州協力枠組み２０００及び２００６年ヘルシンキ宣言等のＡ

ＳＥＭの基本原則を想起しつつ，外相は，来たる２０１６年のＡＳＥＭ２０周

年の観点から，ＡＳＥＭの将来について議論した。外相は，ＡＳＥＭの将来の

方向性に関するシンポジウム（２０１５年３月３０日，於：タイ・バンコク）

を主催したタイのイニシアティブを歓迎し，「ＡＳＥＭの将来の方向性に関する

バンコク・イニシアティブ」に含まれた提案に関心を持って留意した。 

 

２８ 外相は，ＡＳＥＭが引き続き約２０年前に設立された際の期待を満たし

ていくことを強調した。ＡＳＥＭは，アジアと欧州との対話と協力の枠組みを

提供しつつ，アイデアの培養者かつ促進者として，また具体的協力プロジェク

トの場として機能してきている。外相は，リトリート形式における討議を含む

ＡＳＥＭの非公式性及び柔軟性が強化されるべきであることに同意した。それ

ゆえ，外相は，次回の２０周年の首脳会合において首脳の承認を得るため，Ａ

ＳＥＭ高級実務者に対し，改善された作業方法と調整，より効果的な組織的な

記録，強化された連結性，具体的協力プロジェクトに関する具体的な提案を前

進させるべく，またＡＳＥＭプロセスに関連のステークホルダー並びにアジア

と欧州との対話及び協力を強化する他の方法を更に関与させるべく作業を継続

することを求めた。 

 

２９ 外相は，過去２０年間に築いたＡＳＥＭの強みと功績に基づきつつ，Ａ

ＳＥＭの次の１０年間の方向性を決める上で，またＡＳＥＭプロセスをさらに

前進させる上で，ホスト国であるモンゴルが提案したように２０１６年７月に

モンゴルのウランバートルで開催されるＡＳＥＭ２０周年の首脳会合の重要性

を強調した。この文脈で，外相は，首脳会合の準備状況に関するモンゴルから

提供された最新情報を歓迎した。 

 

３０ 外相は，２０１５年～２０１６年の首脳会合及び外相会合の準備期間中

に様々なレベルで多くの会合を組織するＡＳＥＭパートナーのイニシアティブ
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を歓迎した。外相は，ニューデリーにおけるＡＳＥＭ ＦＭＭ１１，及びその

後のミラノにおける首脳会合で合意されたとおり，パートナーがＡＳＥＭプロ

セスにとって特別の関連性がある多くの具体的な協力分野に引き続き焦点を当

てることを賞賛した。 

 

３１ 外相は，文化，経済，教育，ガバナンス，公衆衛生及び持続可能な開発

等の多くの主要な分野におけるプロジェクト，また，前例のないＡＳＥＦヤン

グリーダーズ・サミット等の外相会合のマージンにおいて開催される特別なプ

ロジェクトによって，政府主導のＡＳＥＭプロセスを補完するＡＳＥＦの活動

を賞賛した。外相は，「ＡＳＥＦ活動とＡＳＥＭプロセスの間のより密接なシナ

ジーのための提案」と題された文書に含まれた勧告に留意し，また，ＡＳＥＭ

高級実務者にＡＳＥＦと協力しながら適切な場合には文書の勧告を実行に移す

よう求めた。  

 

３２ 外相は，国会議員，企業，労働者，学者，シンクタンク，女性の組織，

学生及び若者並びにジャーナリストといった市民社会及び様々なステークホル

ダーの参加が，ＡＳＥＭのヴィジビリティの強化及び人々との継続的な関連性

にとって鍵であることを強調した。外相は，適切な協議の場を設けることによ

って，また可能であれば適切なステークホルダーのＡＳＥＭ会合への直接の参

加によって，様々なステークホルダーのインプットを公式なＡＳＥＭプロセス

に組み入れることへの支持を表明した。 

 

３３ 外相は，ＡＳＥＭの認識及びヴィジビリティの重視が強化されているこ

とを歓迎した。外相は，ＡＳＥＭ広報/啓発戦略に関する実施中の活動に留意し，

また，ＡＳＥＭを普及し，関心を有する人々にＡＳＥＭプロセスに関する包括

的な情報を提供する主要な手段であるＡＳＥＭインフォボードを維持及び改良

するためのＡＳＥＦの取組を賞賛した。外相は，すべてのＡＳＥＭパートナー

に対し，ＡＳＥＭのヴィジビリティ強化のための取組に貢献するよう促した。 

 

３４ 外相は，外相会合の議長に対し，会合の効果的な運営及び素晴らしいも

てなしに謝意を表した。外相は，２０１７年にＡＳＥＡＮの国で開催されるＡ

ＳＥＭ第１３回外相会合に期待を表明し，２０１６年７月にモンゴルで開催さ

れるＡＳＥＭ第１１回首脳会合の成功への強い決意を表した。 

 

 

（了） 


